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課題名 肥料価値を高める家畜ふん堆肥化技術の開発（平成 23～25 年度） 

 

【課題の概要】 

 豚ぷんの堆肥化過程において，硝化細菌を多く含む完熟堆肥を添加することにより，温室効果ガスである N2O

の発生を抑制し，堆積物中に窒素を留めることで無機態窒素を多く含む肥料価値が高い堆肥生産技術について

検討を行った。 

 試験は，温暖期と寒冷期の異なる環境下で実施した。堆肥化過程における高温発酵期終了後に，堆積物の約 2

～3%の完熟堆肥を表層面に添加することで，温暖期では N2O 発生が対照区と比較して約 10%抑制されたが，寒冷

期では逆に増大した。堆積物中の無機態窒素については，両試験期間ともに硝化開始が早まる傾向が見られた。

堆肥化終了時（16 週後）には対照区と比較して，全無機態窒素量は 40～50%増加し，硝酸態窒素量についても 40%

前後増加した。 

   

【評価結果】（評価委員数 ４名） 

 ○各項目の評価（各評価委員の平均点）    

研究目標の達成度

・副次的効果  

成果の意義・ 

波及効果  

成果の普及 

 

合計点 

 

4 . 0  4 . 8  4 . 3  1 3 . 1  

 

 ○総合評価  ５：良好   

  （１：不良 ２：やや不良 ３：普通 ４：やや良好 ５：良好） 

 

【委員の意見・助言と対応策】 

評価項目 意見・助言             

研究目標の達

成度・副次的効

果 

・戻し堆肥の添加で無機態窒素含量の高い堆肥生産が可能になり，一定の成果は得られた。 

・堆肥中の窒素酸化の態様が季節によって違うことを明らかにした点は評価できる。 

・寒冷期の亜硝酸態窒素削減が課題として残る。  

成果の意義・波

及効果 
・堆肥を有効活用できれば資源循環の観点から有益。 N2Oの発生が抑制できれば，堆

肥の利用促進に貢献できる。  

・堆肥中の即効性硝酸態窒素含量を示すことで，化学肥料削減による経費削減が可能

。  

・堆肥が今までより高く売れるのであれば，畜産業への効果は高い。  

成果の普及性 ・戻し堆肥の添加は農家で簡単にできるので，普及の可能性は高い。  

・現 段 階 で は 戻 し 堆 肥 の 投 入 時 期 や 量 ，堆肥ごとのばらつき，季節ごとの最適化な

ど未 達 成 の 部 分 が 残 さ れ て い る 。  

・ 試 験 を 重 ね ， に デ ー タ を 蓄 積 し ， 普 及 機 関 等 と 協 力 し て 普 及 活 動 に 取 り 組 む

べ き 。  

総合評価 

 
     意見・助言           対応策 

・ 普 及 に 移 す に は ， 農 家 の 規 模 の 最 適

な 堆 肥 化 法 の 検 討 が 必 要 。  

・ 試 験 が 各 季 節 １ 区 の み で ， 結 果 の 信

頼 性 に 疑 問 。 デ ー タ の 蓄 積 が 必 要 。  

・ 寒 冷 期 の N 2 O抑 制 技 術 の 解 明 を 望 む 。 

・温 室 効 果 ガ ス を 連 続 的 に 測 定 す る に は

， 密 閉 空 間 内 で 試 験 を 実 施 す る 必 要 が

あ り ， 今 回 の 試 験 で 用 い た １ ｔ 前 後 が

， 施 設 規 模 的 に 限 界 で あ る 。  

・ N２ Oの 削 減 策 に つ い て は 県 単 独 で 取 り

組 む 事 は 困 難 で あ る た め ， 畜 草 研 と 連

携 し ， 別 手 法 も 含 め た 対 応 策 を 検 討 し

て い き た い 。  

 


